
基本方針  ３  

 

＝基本方針 ３を設定 した意図＝  

現 代 社 会 で は ， 核 家 族 化 や 価 値 観 ， ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 等 に よ り 、 地 域 社

会 の 人 間 関 係 が 希 薄 と な り ， 子 ど も の 養 育 に 不 安 を 抱 え た 親 の 問 題 な ど が 指 摘 さ

れ て い る 。  

一 方 で ， 東 日 本 大 震 災 の 影 響 も あ り ， 地 域 で 暮 ら す 人 た ち の 「 絆 」 の 大 切 さ が

再 認 識 さ れ ， 積 極 的 に 社 会 に 参 画 し ， 市 民 同 士 を 結 び つ け 主 体 的 に ま ち づ く り に

参 加 し よ う と す る 人 も 現 れ て き た 。  

市 民 自 ら が ， 地 域 課 題 の 解 決 や 地 域 の 活 性 化 な ど の ま ち づ く り の 取 組 を 促 進 す

る た め に は ， 市 民 が ， 学 習 を 通 じ て ， 市 民 意 識 を 高 め ， 必 要 な 知 識 ・ 技 術 等 を 身

に 付 け ， そ の 成 果 を 調 布 市 の 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 に つ な げ て い け る よ う に す

る た め の 学 習 機 会 の 提 供 が 重 要 と な る 。  

こ う し た 学 習 機 会 に よ り 市 民 同 士 が 交 流 や つ な が り を 持 つ こ と で ，地 域 の「 絆 」

や 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 構 築 が 図 ら れ る と と も に ， よ り 多 く の 市 民 が 地 域 社 会 の 中

で 「 居 場 所 」 や 「 活 躍 の 場 」 を 得 る こ と を 期 待 で き る 。  

教 育 委 員 会 で は ， 生 涯 学 習 社 会 に お け る 社 会 教 育 の 役 割 と し て ， 個 人 の 自 立 に

向 け た 学 習 の ニ ー ズ や 絆 づ く り ・ ま ち づ く り に 対 応 す る 上 で ， 中 心 的 な 役 割 を 担

っ て い く こ と を 目 的 と し て ， 社 会 教 育 計 画 の 策 定 に 取 り 組 ん で き た 。  

調 布 市 に は 下 布 田 遺 跡 と 深 大 寺 城 跡 の ２ 件 の 国 史 跡 を は じ め ， 様 々 な 文 化 財 が

存 在 し て い る 。 文 化 ・ 芸 術 で は 市 ゆ か り の 文 学 者 ・ 画 家 で あ る 武 者 小 路 実 篤 の 業

績 を 後 世 に 伝 え る 武 者 小 路 実 篤 記 念 館 ・ 実 篤 公 園 が あ る 。 実 篤 を 顕 彰 す る た め の

展 示 や 講 座 な ど の 事 業 を は じ め ， 実 篤 の 業 績 ， 白 樺 派 及 び 「 新 し き 村 」 の 活 動 に

関 す る 情 報 収 集 発 信 基 地 と し て の 役 割 を 担 い ， 全 国 に 情 報 発 信 し て い る 。  

ま た ， 各 地 域 特 有 の 歴 史 を 背 景 に も つ 文 化 遺 産 や ， 様 々 な 分 野 で 活 躍 し た 人 材

も 多 い 。 そ こ で ， 郷 土 博 物 館 で は ， 地 域 ゆ か り の 資 源 を 活 用 し た 展 示 や 講 演 会 等

の 事 業 を 展 開 し ， 市 民 が 郷 土 や 地 域 を 改 め て 見 つ め ， 地 域 へ の 愛 着 心 を 培 う こ と

に つ な げ ， 市 を 訪 れ る 人 に と っ て は ， 調 布 を 知 る 貴 重 な 情 報 源 と な っ て い る 。 併

せ て ， 自 分 た ち が 住 ん で い る 身 近 な 地 域 を 知 る こ と に よ り ， 子 ど も た ち が 地 域 社

会 の 一 員 と し て の 自 覚 を 持 ち ， 地 域 社 会 に 対 す る 誇 り と 愛 情 を 育 て る こ と が で き

【  生涯にわたって自己実現を目指す機会を提供する  】  

 市 民 一 人 一 人 の 学 習 意 識 が 多 様 化 す る 調 布 市 に あ っ て ，市 民 が ，生 涯 に わ

た り 自 己 研 さ ん に 励 み ，そ れ ぞ れ の 自 己 実 現 を 目 指 す 活 動 を 通 し て ，よ り 豊

か で 充 実 し た 生 活 を 送 る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 そ の た め に ，地 域 の 資 源 を 有 効 活 用 し な が ら ，市 民 の 要 請 や 思 い を 的 確 に

受 け 止 め ，そ れ に 応 じ た 学 習 の 機 会 や 場 と 学 習 情 報 の 提 供 が で き る 仕 組 み づ

く り を 推 進 す る 。  
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る よ う 郷 土 学 習 の 機 会 を 提 供 し て い る 。  

図 書 館 で は す べ て の 市 民 が 図 書 館 を 利 用 で き る よ う ， 中 央 図 書 館 を 核 と し た  

１ ０ 箇 所 の 分 館 網 を 構 築 し ， 市 民 の 読 書 活 動 の 推 進 ， 情 報 ・ 資 料 の 収 集 及 び 提 供

等 を 行 っ て い る 。 ま た ， 第 二 次 調 布 市 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 の 策 定 を 進 め ， 更

な る 活 動 の 推 進 を 図 っ て い る 。  

公 民 館 で は ， 地 域 で 展 開 さ れ る 学 習 活 動 の 核 と し て ， 市 民 ニ ー ズ に 応 じ た 各 種

講 座 ・ 教 室 等 の 多 様 な 事 業 を 推 進 し て い る 。 ま た ， 学 習 活 動 の 成 果 発 表 の 場 及 び

学 習 活 動 を 通 し た 地 域 交 流 活 性 の 場 と し て 各 館 に お い て 地 域 文 化 祭 を 開 催 し て い

る 。 今 後 も 市 民 自 ら が 地 域 づ く り に 参 画 す る き っ か け と な る 事 業 を 行 っ て い く 。  

こ う し た 背 景 の 下 ， 基 本 方 針 ３ で は ， 生 涯 に わ た っ て 自 己 実 現 を 目 指 す 機 会 を

提 供 す る ， を 柱 と し ， 施 策 に つ な げ て い く こ と と し た 。  
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 主 要事業  62   社 会教育学習グループのサポート 

《事 業のねらい》  

市 民 の自主的なグループ学習 を支援 し，公開講座の実施などにより，学習 した成果 を地

域社会に還元 し，活動の支援を推進する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  63   社 会教育団体の育成 と支援  

《事 業のねらい》  

社 会 教育事業 を実施する団体に対 して，会場 使用料や事業経費の助成 を行い，市 内

における社会教育の発展を促す。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

主 要事業  64   社 会教育情報紙 「コラボ」の発行  

《事 業のねらい》  

家 庭 教 育 に関 して興 味 ，関 心 をもち，さまざまな情 報 の提 供 を受 けることで知 識 を増 や

し ，意識の向上を図るため，年 ５回程度発行 している。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

施策 12 生涯学習の意識啓発や活動支援に向けた取組  

「 生 き が い づ く り 」と も な る ，生 涯 を 通 じ た 学 習 の 意 義 を 啓 発 す る 事 業 の

実 施 と と も に ，学 習 活 動 を 行 う 市 民 団 体 等 へ の 支 援 を 行 う 。一 方 ，す べ て の

人 が 学 習 で き る こ と を 目 指 し ，障 害 の あ る 人 へ の 学 習 機 会 を 広 げ る た め の 支

援 を 行 う 。  

ま た ，さ ま ざ ま な 学 習 活 動 の 場 が あ る 中 で ，市 民 に と っ て 分 か り や す い 利

用 体 制 を 整 え る こ と も 重 要 で ，庁 内 を 横 断 す る 事 業 の 展 開 や ，市 民 活 動 支 援

機 関 等 と の 連 携 を 図 り ， 生 涯 学 習 を 充 実 さ せ る 。  
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 主 要事業  65   杉 の木青年教室事業  

《事 業のねらい》  

特 別 支 援学級 を卒業 した社会人の青年 を対象に，社会において必要 とされる知識 と教

養 を習得 し，自立性の向上を目指す支援をする。 

集 団行動を学び円滑な人間関係の構築を図 る。職場 （作業所 ）と自宅の往復になりがち

な生活において，ディスコパーティーのような日常 と異なる場 を月 1 回提供することで，生活の

中にゆとりと充実 をもたらす。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  66   のびのびサークル事業の推進  

《事 業のねらい》  

土 曜 日 に，調 布 市内 に在住 する市 立 小 ・中 学 校 の特 別 支援 学級 在 籍者 及び都 立 の

特 別支 援学 校在 籍者 を対象 とし，月 ２回 の校 外活 動やゲームなどの事 業 を通 して，地 域

活動の促進を図る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  67   遊 ing（ゆーいんぐ）事業の推進  

《事 業のねらい》  

特 別 支援学級に在籍する児童 ・生 徒 が，映画 鑑賞 ，体操 教室 ，調 理 実習 ，工 作教室

などの年 10 回 実施する様々な体験活動に挑戦することで，社会性や他人 とのかかわりを学

ぶことを目指す。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  
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 主 要事業  68   子 どもの読書活動の推進  

《事 業のねらい》  

乳 幼 児から小 ・中 学生 までの子 どもが言葉を学び，想像力 を養い，幅広い知識 を習得 ，

社 会 の中 で生 きる力 を習 得する上 で欠 くことのできない読書 の力 を身 につけるため，子 ども

の発達段階に応 じた資料の提供 と，資料 と子 どもを結びつけるためのおはなし会などの事業

を行 う。子 どもと子 どもの本に関心のある大人に向けても，子 どもの本に親 しむ会 などさまざま

な事業を実施する。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

             （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  69   読 書会 ，講座 ，講演会の実施及び支援  

《事 業のねらい》  

読 書 会や講座 ，講 演会 を主 催 し，また開催 を支 援することにより，市 民 の学習 を支援す

る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  70   ３公民館合同利用団体連絡会の開催及び支援   

《事 業のねらい》  

よりよい公 民 館活動 の推進 と連 携 を目 的に，３公 民 館 で活動する団 体 （利 用 団体連絡

会等 ）で組 織する連 絡会 において，交 流 や情報交換 などを行 うとともに地 域に潜在する人

材を掘 り起 こし，この人材を事業に活用することにより地域の活性化を図 る。 

【５年間の取組予定 】  ○継続事業                    （事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 検 討 ・準 備               点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  
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 主 要事業  71   視 覚 ・聴覚に障害のある方の学習参加の支援  

《事 業のねらい》  

点 訳 ・音訳 された資料等の活用や，事業の企画にあたっては手話通訳付 きで実施できる

ように配慮するなど，視覚障害者や聴覚障害者の学習参加 を支援 し，多 様 な人々がともに

学ぶ環境をつくる。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業  

     （事 業主管課 ：社会教育課 ，公民館 ，図書館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  72   社 会教育委員の設置  

《事 業のねらい》  

社 会教育法第 １５条及び調布市社会教育委員設置条例に基づき，社会教育委員を設

置 している。社 会教育委員は，市 の社会教育に関 して，調布市教育委員会に助言 ・答 申

等を行 っている。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  73   公 民館運営審議会の運営  

《事 業のねらい》  

社 会教育法第 29 条 ，調布市公民館条例第 17 条による設置 。館長の諮問により公民

館における各種事業 ，またその企画実施について調査審議 し，助言をする。  

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 主 要事業  74   図 書館協議会の運営  

《事 業のねらい》  

図 書 館 法第 １４条 及び調布市立図書館条例第 ９条 により設 置 しており，図 書館の運営

に関 して館 長の諮問に応 じるとともに，図 書館 活動について館長に対 して意 見 を述べる機

関である。年 ４回開催 されている。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  
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 主 要事業  75   公 民館登録団体の育成 と支援  

《事 業のねらい》  

調 布 市 公 民館利用団体 の登録及び援助に関する規 則に基づいて，公 民 館登録団体

の活動の育成 と支援 をし，公 民館 を学習や成果発表の機会や場 として提 供することで，地

域の活性化 と生涯学習の推進につなげる。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  76   地 域文化祭の実施  

《事 業のねらい》  

公 民 館 施設 を利 用する団 体 が実行委員会 を組 織 して地 域文化祭 を企 画 ・運 営 し，学

習成果を発表する場 となっている。また，公民館利用団体相互だけでなく，地域住民 との交

流を深める場にもなっている。（施策 18 に再掲 ） 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 

施策 13  学 習や学習成果の発表の機会や場 ，学習情報の提供に向けた

取組  

様 々 な 情 報 が 氾 濫 し ， 市 民 の ニ ー ズ が よ り 多 様 化 し て い る 状 況 に お い て ，

的 確 な 学 習 情 報 の 提 供 を 行 う た め ，図 書 館 及 び 資 料 を 扱 う 関 連 部 署 に お い て

は 連 携 を 取 り な が ら ，資 料 の 収 集 を 行 う と と も に ，利 用 者 へ の 提 供 の 便 宜 を

図 り ， 市 民 の 学 習 を 支 援 す る 。  

ま た ，情 報 の 提 供 と と も に 学 習 の 機 会 や 活 動 及 び 学 習 成 果 が 発 表 で き る 場

の 提 供 も 必 要 な た め ，社 会 教 育 施 設 の 設 備 等 を 充 実 さ せ ，事 業 内 容 等 に つ い

て も 充 実 を 図 る 。  
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 主 要事業  77   図 書館資料の収集 ，整理 ，保存の推進 （図書館資料の収集 ・提供 ・整

理 ・保存 ） 

《事 業のねらい》  

本 や雑誌 ，視聴覚資料 ，電子資料などの図書館資料 を収集 し，利用できるよう整理する。

将来の利用のための保存も行 う。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→平成 ２５年度から◆計画事業  

             （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                  次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

※ 平成 ２５年度からは主要事業 ７８  図書館の資料提供 と統合 し，１つの事業 となる。 

 

 

 主 要事業  78   図 書館の資料提供 （図書館資料の収集 ・提供 ・整理 ・保存 ） 

《事 業のねらい》  

収 集 ・整 理 ・保 存 されている図 書館資料 を，貸 出 ，閲 覧 ，複 写 などによって利 用者に提

供する。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→平成 ２５年度から◆計画事業              

                                         （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

※ 平 成 ２５年 度 からは主要事業 ７７  図 書館資料の収集 ，整理 ，保存の推進 と統合

し，１つの事業 となる。 

 

 

 主 要事業  79   調 査活動への支援  

《事 業のねらい》  

資 料 探索や調査研究のアドバイスを行 う。また，ガイダンスを実 施 したり，案 内 シートの作

成などを行い，利用者が求める資料を探索する支援を行 う。 

「映 画のまち調布 」の発展に寄与 し，さらなる資料提供の充実を図る。  

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

             （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  
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 主 要事業  80   図 書館ハンディキャップサービスの推進  

《事 業のねらい》  

ハンディキャップサービスは，点訳 ・音訳 した資料を利用者に提供すること，また来館が困

難な利用者への宅配サービスを主 として市民の協力 を得 て実施 している。市 民自 らが調布

市の図書館活動に関わることで，生涯学習の充実を図る。（施策 18 にも関連する） 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                    （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し・実 施   

 

 

 

 主 要事業  81   公 民館国際理解講座の実施 （多様な公民館事業の推進 ） 

《事 業のねらい》  

常 に変 化 する国 際社会 や，他 国 の人々の生活文化 ，歴 史 等 を理 解する学 習の機会 を

提供する。 

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業→平成 ２５年度から◆計画事業                     

（事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 

実 施 ・点 検 評 価  

 

 

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付 け

た基 本 計 画 事 業 】       

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

 

 

 主 要事業  82   公 民館成人教育事業の実施 （多様な公民館事業の推進 ） 

《事 業のねらい》  

市 民 がそれぞれに必要 なテーマを生涯 を通 して学 習 ができるように学 習 の機会 を提供 し

ていく。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ◎ 拡 充 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業                    

（事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 

実 施 ・点 検 評 価  

 

 

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付 け

た基 本 計 画 事 業 】       

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  
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 主 要事業  83   文 化財の指定 ・管理の推進  

《事 業のねらい》  

新 たな文化財の指定を進め，保護対象の充実を図 る。またすでに指定 されている文化財

についても管理等保護内容の充実を図る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  84   国 史跡下布田遺跡 ・深大寺城跡の整備 （国史跡下布田遺跡の整備 ・

活用 ） 

《事 業のねらい》  

国 史跡の下布田遺跡 と深大寺城跡は，保存用地 の取得等 を進めて保全 を図 るとともに，

活用に向けての計画立案をする。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業           

（事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

施策 14 歴史や地域ゆかりの文化 ・芸術 ・伝統芸能の保存や継承及び 

活用への取組  

文 化 遺 産 は ，都 市 化 や 生 活 様 式 の 変 化 に つ れ て 減 尐 傾 向 が 著 し い 。ま た 指

定 文 化 財 と し て 保 護 の 対 象 と な っ て い る 文 化 遺 産 も ，周 辺 環 境 の 変 貌 に よ る

影 響 が 顕 著 に な っ て い る 。こ う し た 状 況 を ふ ま え て 文 化 遺 産 の 保 全 対 応 に 急

い で 取 組 む と と も に ，こ れ ら を 後 世 に 引 き 継 ぐ た め の 後 継 者 育 成 ，有 効 な 活

用 を 図 る た め の 仕 組 づ く り を 進 め る 。  

ま た ，調 布 市 内 に は 歴 史 的 な 文 化 遺 産 だ け で な く ，文 学 者 武 者 小 路 実 篤 ゆ

か り の 地 も あ り ，そ れ ぞ れ の 地 域 に 存 在 す る 文 化 や 伝 統 的 な 行 事 あ る い は 郷

土 芸 能 な ど を 市 民 の 学 習 に 生 か し ，多 く の 市 民 と 共 有 し な が ら ，保 存 と 継 承

を 推 進 し て い く 。  

一 方 ，収 集 さ れ て い る 資 料 が 増 え 続 け て お り ，そ の 保 全 管 理 は 不 可 欠 で あ

る 。そ こ で 今 後 増 え る で あ ろ う 電 子 資 料 や ア ー カ イ ブ も 含 め て ，資 料 の デ ー

タ ベ ー ス を 整 え ，デ ジ タ ル 化 に よ る 資 料 提 供 な ど の 方 法 に つ い て 検 討・実 施

し て い く 。  
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 主 要事業  85   学 校教育 との連携事業の推進  

《事 業のねらい》  

学 校 と周辺地域固有の歴史や文化遺産 を紹介する「歴史の部屋 」の活用 ，また博物館

学芸員による出前授業等 ，調布ゆかりの事項について連携事業を実施する。 

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業                 （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて拡 充 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  86   郷 土芸能の保存 と継承  

《事 業のねらい》  

現 在市内に残る祭ばやし等郷土芸能の継承 ，特に後継者育成を支援する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  87   文 化財保護啓発の推進  

《事 業のねらい》  

市 内 に所在する指定文化財の公開機会の拡大や見学会の実施 ，広報誌の発行等 ，ま

た東 京都 教育委 員会主 催 の文化 財 ウィーク，多 摩 地域 の自治体 で共同実 施する「多 摩

郷土誌フェア」への参加等により，市内外での文化財保護の啓発を図 る。  

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  88   実 篤公園管理計画の策定  

《事 業のねらい》  

地 域 ゆかりの文 化遺産 である実 篤 公 園 の良 好 な維 持 と美 観 の保 持 ，来 園 者 の快 適 な

利用を図る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  
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 主 要 事業  89   武 者 小路実篤の生涯 と「白 樺 」，「新 しき村 」，「仙 川の家 」を主題 とした

展示事業の展開 （武者小路実篤を核 とした特色ある事業の展開 ） 

《事 業のねらい》  

時 代 性 に即 した視点で，地域 ゆかりの存在 である武者小路実篤の文学 ，美術の世界 を，

市民 を始めとする，多 くの人々が関心を持つ事業展開を図る。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】  ■ 推 進 プ ロ グ ラ ム 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業           

（事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

 

 

 

 主 要事業  90   実 篤関連の文学 ・美術作品等の資料収集 ，整理 ，保存 ，修復  

《事 業のねらい》  

実 篤 関連資料 を収集 ，整理 ・保 存 ，修復 し，貴 重 な地域ゆかりの文化遺産 を後世へ伝

える。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

          （事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

 

 

 

 

 主 要事業  91   実 篤関連情報 と収蔵品情報の収集及び提供  

《事 業のねらい》  

多 岐にわたる収蔵作品 ・資料 を，展示や普及活動の基本資料 として活用する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  
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 主 要事業  92   地 域資料のデジタル化の推進  

《事 業のねらい》  

調 布 市 の地域資料は調布市以外にはないことから，調 布市 には地域資料 を収集 し，保

存する責任がある。資料 を保全 しつつ，利用を図 るため，対象資料を精査 しながら資料のデ

ジタル化 を進める。 

【５年間の取組予定 】 ◎拡充事業                    （事 業主管課 ：図書館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 けて拡 充 し実 施  

 

 主 要事業  93   博 物館収蔵品のデータベース化 とその活用  

《事 業のねらい》  

博 物館資料や関連情報について広 く一般の活用を目指 し，データベース化 を進め，デジ

タルデータとして蓄積 し，その活用を図 る。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

          （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                 次期基本構想に基づく計画事業の策定   

 点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施   

 

 主 要事業  94   実 篤 記念館収蔵品データベース,情 報提供 ・映 像視聴システム，ＨＰ等

の充実  

《事 業のねらい》  

多 岐 にわたる収 蔵作品 ・資 料 のデータ整 備 を図 り，収 蔵 品データベースにより情 報 を公

開する。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

          （事 業主管課 ：実篤記念館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  
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 主 要事業 136   郷 土 の歴史 ・文化 を核 とした展示 ・普及事業の推進  

《事 業のねらい》 

  多 彩 な展示 ・普及事業を推進 し，地域ゆかりの歴史や伝統文化に触れる機会を提供す

る。自分 たちが住んでいる身近な地域 を知 ることにより，子 どもたちが地域社会に対する誇 り

と愛情 を育てることができるような郷土学習の取組を推進する。 

【５年間の取組予定 】★新規事業                  （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

  【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

 

 主 要事業 137   国 登録文化財真木家住宅の保存 ・活用  

《事 業のねらい》 

  国 登 録有形文化財 （建 造 物 ）である真木 家住宅日本館及び庭園の維持管理 を行 うと

ともに，将来的には洋館部分 を含めた保存 ・活 用 に向 けて，隣接する公園等 との一体的な

公開活用のあり方について検討 していく。 

【５年間の取組予定 】★新規事業                  （事 業主管課 ：郷土博物館 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

  実 施 ・点 検 評 価  
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 主 要事業  95   スポーツ振興課 と連携 した市民のスポーツ・レクリエーション活動の支援  

《事 業のねらい》  

市 民 のスポーツ・レクリエーション事業 ，活動に関する協議 ，情報提供を行 うため，社会教

育課ではスポーツ振興課 と定期的 な連絡会を設置 している。これを充実 させることにより，市

長部局のスポーツ振興課 と教育委員会 との連携 を深めていく。特 に，多摩国体に向けた取

組を視野に入れた，市民 スポーツ振興の向上等につなげていく。 

【５年間の取組予定 】 ★新規事業→○継続事業  

                （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 検 討 ・準 備               実 施  

 

 

 

 

 

 主 要事業  96   学 校施設の開放による市民のスポーツ・レクリエーション活動の支援  

《事 業のねらい》  

学 校 施設 を開放することにより，市 民 のスポーツ・レクリエーション活 動 の振興 ，普及 を進

めながら，地域の連携や心身の健康の増進を図 る。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→○継続事業  

          （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

 

 

施策 15 市民のスポーツ・レクリエーション活動支援に向けた取組  

市 民 の 健 康 づ く り ，青 尐 年 の 健 全 育 成 ，地 域 に お け る 連 帯 感 の 醸 成 に と っ

て ，ス ポ ー ツ・レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の 振 興 は 欠 か せ な い も の で あ る 。そ の

活 動 を 支 援 す る た め ，市 立 小 学 校 で の 学 校 開 放 や 地 域 運 動 会 が 実 施 さ れ て い

る 。そ こ で ，こ れ ま で の 実 績 を 踏 ま え て ，市 民 に と っ て 身 近 な 地 域 で 気 軽 に

ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン に 親 し む こ と が で き る 機 会 と 場 を 提 供 す る 。  
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 主 要事業  97   多 摩 ・島 しょ広域連携活動助成事業  

《事 業のねらい》  

近 隣 複数市の小 ・中 学 生 を対象 に，次 世代 を担 う子 どもたちを健 やかに育 んでいくため

に，自 然 ，社会 ，文化 ，スポーツなどの感 動体験 を提供 し，社 会性や自立性 を育み，心 豊

かにすることを目的 として実施する。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業  

                （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  市 長 会 の判 断 で実 施   

                                      終 了  
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 主 要事業  98   リーダー養成講習会の推進 （リーダー要請講習会の実施 ） 

《事 業のねらい》  

 ＪＳＬ講 習 会 で は ，レ ク リ エ ー シ ョ ン を 楽 し み な が ら ，リ ー ダ ー と ふ れ あ う 。Ｊ Ｌ・

Ｓ Ｌ 講 習 会 で は ， レ ク リ エ ー シ ョ ン の 楽 し さ を 認 識 し ， 地 域 行 事 等 で 指 導 で き る

リ ー ダ ー を 目 指 し て 活 動 を 継 続 で き る よ う に す る 。 レ ク 養 成 講 習 会 で は ， レ ク リ

エ ー シ ョ ン を 楽 し む 場 を 提 供 す る と と も に ，レ ク リ エ ー シ ョ ン の 技 術 を 身 に つ け ，

指 導 者 と し て 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 を 養 成 し ， も っ て ， 青 尐 年 の 健 全 育 成 を 図 っ

て い く 。  

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→平成 ２５年度から◆計画事業          

  （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付

けた基 本 計 画 事 業 】  

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  

 

  用 語 解 説  

  ※ＪＳＬ  ：ジュニアサブリーダー（小 学生対 象 ）  

  ※ＪＬ   ：ジュニアリーダー（中 学生対 象 ）  

  ※ＳＬ ：シニアリーダー（高 校生 対象 ）  

  ※レク ：レクリエーション指 導者 （高 校 生以 上対象 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 16 青尐年の育成に向けた取組  

青 尐 年 が 自 覚 と 責 任 を 持 っ て 社 会 生 活 を 送 る た め に ，青 尐 年 の 居 場 所 づ く

り を 充 実 さ せ る と と も に ，身 近 な 地 域 で 活 躍 で き る 人 材 と し て 育 成 す る た め

に ，多 様 な 体 験 活 動 の 機 会 を も て る よ う に 条 件 整 備 す る 。ま た ，青 尐 年 の 興

味 や 関 心 に 応 じ た 活 動 を 支 援 す る た め の 環 境 を 整 え る 。  

さ ら に ，青 尐 年 健 全 育 成 事 業 と し て ，関 連 部 局 で の 事 業 と 連 携 し た 取 組 に

も 努 め る 。  
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 主 要事業  99   成 人式の運営  

《事 業のねらい》  

成 人 式への参加 を通 して，大人になることへの自覚や周囲への感 謝の気持ちを高める。

さらに，実 行委員会形式 を取 り入 れ，成人 式の第 ２部 アトラクションを企 画 し，運 営すること

で，若者の参画を進めるとともに，リーダーシップを育てる。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  100   調 布 っ子夢会議の推進  

《事 業のねらい》  

日 頃 の学習の成果 として，自 由 で夢のある意 見表明の機会 を子 どもたちに提 供すること

により，地域社会の一員 として，まちづくりへの参加意識を高めていく。  

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 

 主 要事業  101   放 課後遊び場対策事業 （ユーフォー）の充実  

《事 業のねらい》  

市 立 小 学校 の児童 に対 し，放 課 後 の学校 施設 を利用 して安 全 な遊び場 ・居 場 所 を提

供 し，異 なる年齢の児童間の交流を図 り，遊びを通 して社会性や創造性を養 うことを目的 と

する。 

【５年間の取組予定 】 ■推進プログラム事業→△行革プラン関連事業      

     （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 １９～２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

推進プログラム（前半） 

 

実 施  

推 進 プログラム（後 半 ）   

                    次期基本構想に基づく計画事業の策定  

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

 

  用 語 解 説  

  ※放 課 後 遊び場 対 策事業 （ユーフォー）  

   学 校 施 設 を利 用 して，放 課 後 ，児 童 に遊 び場 ・居 場 所 を提 供する事業 。友 だちと夕 方

まで優 しく遊 ぶことから，友 だちの「友 」，夕 方 の「夕 」，優 しいの「優 」，遊 ぶの「遊 」，「ゆう」

が４つでユーフォーと名 付 けられた。  

 

 

行 革 プラン関 連 事 業  
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 主 要事業  102   青 尐年交流館の運営  

《事 業のねらい》  

青 尐 年 が自由に集 まることのできる安全 な居場所 としての交流 スペースを提供することで，

青尐年同士やサークルの交流を通 して，社会性を身に付けた青尐年の育成を図る。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

 

 主 要事業  103   次 世代育成支援に係る他課関連部局 との連携の推進  

《事 業のねらい》  

児 童 館 ，学 童 クラブ，青 尐 年 ステーション（CAPS ）などの関連部局 との連携 を図 り，青 尐

年健全育成事業の取組を進める。 

【５年間の取組予定 】 ○継続事業                 （事 業主管課 ：社会教育課 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

実 施 ・点 検 評 価  点 検 評 価 を受 け見 直 し実 施  

 

  用 語 解 説  

※学童 クラブ事 業  

児 童 福 祉 法 第 ６条 の２に定 める「放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 」をいい，保 護 者 が就 労

等 により昼 間 家 庭 にいない小 学 校 に就 学 している，おおむね１０歳 未 満 の児 童 を対 象 とし

て，授 業 終 了 後 に児 童 館 等 を利 用 して適 切 な遊 び及 び生 活 の場 を与 えて，その健 全 な

育成 を図 る事業 。 

※青 尐 年 ステーション（ＣＡＰS）    (Ｃ Ａ Ｐ Ｓ :Chofu Active Person's Station ) 

中 ・高 校 生 世 代 への健 全 な居 場 所 を提 供 するとともに，想 像 力 を発 見 し，伸 ばし，さら

にその力 を地 域 に還 元 することで，中 ・高 校 生 世 代 を通 じてすべての人 につながったまち

づくりを目 指す施 設 。  
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 主 要事業  104   公 民館青尐年教育事業の推進 （多様な公民館事業の推進 ） 

《事 業のねらい》  

青 尐 年 が自由に公民館 を利用 し，楽 しく安 心 して学 べる主 催事業 を実施する。青尐年

の学習活動支援 ，仲間づくりなどの場 を提供する。青尐年 が学校以外で，「生 きる力 」や変

化の激 しい社会を「生 き抜 く力 」を育む場の提供 と支援をする。 

【 ５ 年 間 の 取 組 予 定 】   ◎ 拡 充 事 業 → 平 成 ２ ５ 年 度 か ら ◆ 計 画 事 業                   

（事 業主管課 ：公民館 ） 

平 成 ２１年 度  平 成 ２２年 度  平 成 ２３年 度  平 成 ２４年 度  平 成 ２５年 度  平 成 ２６年 度  

 

実 施 ・点 検 評 価  

 

 

点 検 評 価 見 直 し・実 施  

【調 布 市 基 本 計 画 に位 置 付 け

た基 本 計 画 事 業 】       

新 しい計 画 事 業 を受 けて対 応  
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